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の
京
都
を
世
界
に
発
信
す
る
も
の
だ
。

府
な
ど
と
も
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

市
民
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、
誘
致
に

向
け
た
積
極
的
な
取
組
を
進
め
て
い
く
。

政
府
は
、
地
方
交
付
税
を
削
減

す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
が
、

削
減
が
実
行
さ
れ
る
と
、
市
の
受
け
る

影
響
は
大
き
い
。
地
方
交
付
税
の
よ
う

な
財
政
調
整
制
度
は
充
実
・
強
化
が
必

要
だ
。
地
方
交
付
税
の
削
減
を
行
わ
な

い
よ
う
強
い
決
意
を
も
っ
て
国
に
臨
む

べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

国
・
地
方
を
通
じ
た
財
政
状
況

は
非
常
に
厳
し
く
、
地
方
財
政

計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
歳
出
の

徹
底
し
た
見
直
し
に
取
り
組
む
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
が
、
地
方
一
般
財
源
は
、

従
来
ど
お
り
所
要
額
を
確
保
す
る
こ
と

が
政
府
の「
骨
太
の
方
針
」で
も
明
確
に

さ
れ
て
い
る
。
地
方
交
付
税
は
、
地
方

自
治
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
お
り
、
そ
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、

地
方
の
自
主
財
源
の
強
化
を
前
提
と
す

る
よ
う
、
指
定
都
市
共
同
で
、
従
来
に

も
増
し
て
強
く
国
に
要
望
し
た
い
。

外
郭
団
体
に
は
税
金
を
投
入

し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
特
に

株
式
会
社
組
織
の
団
体
は
、
経
営
の

ト
ッ
プ
に
民
間
か
ら
優
れ
た
経
営
能

力
の
あ
る
人
材
を
登
用
す
べ
き
で
、

職
員
や
社
員
も
有
用
な
人
材
を
公
募

で
採
用
す
べ
き
だ
。
一
日
も
早
く
外

郭
団
体
の
整
理
統
合
を
図
り
、
廃
止

も
視
野
に
入
れ
た
真
の
改
革
を
断
行

す
べ
き
だ
。

外
郭
団
体
は
、
公
益
性
、
公
共

性
が
高
く
、
各
団
体
の
運
営
を

円
滑
に
進
め
る
た
め
、
豊
富
な
行
政
経

験
を
有
す
る
退
職
者
を
活
用
し
て
お

り
、
人
件
費
の
抑
制
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
と
り
わ
け
株
式
会
社

形
態
の
団
体
に
は
経
営
感
覚
を
持
っ
た

有
能
な
人
材
の
登
用
が
重
要
で
、
提
案

の
人
材
確
保
の
方
策
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

経
営
改
善
の
可
能
性
が
な
い
と
判
断

さ
れ
る
団
体
は
、
統
廃
合
な
ど
も
含
め
、

抜
本
的
な
対
応
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

新
し
い
産
業
分
野
と
し
て
、

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
産

業
な
ど
の
振
興
に
も
取
り
組
ん
で

い
く
べ
き
だ
。
京
都
は
大
学
・
研

究
機
関
に
恵
ま
れ
、
先
進
技
術
を

生
か
し
た
新
た
な
分
野
に
積
極
的

に
挑
戦
す
る
企
業
風
土
も
あ
る
。

今
後
ど
の
よ
う
な
認
識
の
下
に
新

た
な
産
業
分
野
の
振
興
に
取
り
組

む
の
か
。新

た
な
産
業
を
強
力
に
振

興
す
る
こ
と
は
、
経
済
戦

略
の
み
な
ら
ず
、
都
市
戦
略
と
し

て
も
重
要
だ
。

と
り
わ
け
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

は
、
医
療
、
環
境
な
ど
多
様
な
分
野

に
わ
た
る
産
業
で
、
新
世
紀
の
京
都

の
産
業
を
支
え
る
大
き
な
柱
と
な

り
得
る
。
関
西
圏
全
体
の
バ
イ
オ
産

業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
動
し
な
が

ら
、
例
え
ば
Ｉ
Ｔ（
情
報
技
術
）と
超

微
細
技
術
分
野
な
ど
と
の
結
合
を
も

視
野
に
入
れ
た
、
京
都
独
自
の
バ
イ

オ
シ
テ
ィ
構
想
と
い
っ
た
プ
ラ
ン
を

早
急
に
取
り
ま
と
め
た
い
。

二
条
城
は
観
光
客
に
は
人

気
が
あ
る
が
、
市
民
の
入

城
者
数
は
少
な
い
。
観
光
客
は
も

ち
ろ
ん
、
市
民
も
気
軽
に
参
加
で

き
る
開
放
方
法
を
何
か
考
え
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
こ
の
機
会
を
利

用
し
て
、
全
国
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
き
る
イ
ベ
ン
ト
も
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

二
条
城
築
城
4
0
0
年（
平

成
15
年
）の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
今
年
の
祇
園
祭
と
お
盆

に
開
城
時
間
を
２
時
間
延
長
し
、

和
装
姿
の
入
城
者
を
無
料
に
す
る

事
業
の
ほ
か
、
９
月
15
日
に
は
京

都
仏
教
会
と
の
共
催
事
業「
二
条
城

音
舞
台
」の
実
施
、
来
春
に
は
桜
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
、
ひ
と
味
違

う
二
条
城
を
演
出
し
た
い
。
14
年

度
も
市
民
対
象
の
無
料
公
開
事
業

は
も
と
よ
り
、
多
彩
な
事
業
を
実

施
し
、
世
界
の
皆
さ
ん
に
来
て
い

た
だ
き
、
世
界
遺
産
な
ど
の
保
存

の
大
切
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
。

今
年
8
月
、
市
が
京
都
公
安
調

査
事
務
所
の
求
め
に
応
じ
、
在

日
韓
国
人
・
朝
鮮
人
の
外
国
人
登
録
原

票
86
人
分
の
写
し
を
提
出
し
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
間
、
関

係
団
体
に
、
市
の
見
解
を
伝
え
た
と
の

こ
と
だ
が
、
個
人
情
報
を
安
易
に
流
し

た
責
任
は
大
き
い
。
市
長
の
反
省
と
謝

罪
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

今
回
の
外
国
人
登
録
原
票
の
開

示
は
、
入
国
管
理
事
務
所
の
見

解
も
踏
ま
え
、
法
令
の
規
定
に
従
い
、

適
法
に
処
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、こ
の
こ
と
が
市
民
、特
に
多

く
の
外
国
籍
市
民
に
大
き
な
不
安
を
与

え
る
結
果
と
な
っ
た
こ
と
は
誠
に
遺
憾

で
あ
る
。こ
う
し
た
市
の
考
え
方
や
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
、在
日
本
大
韓
民
国
民

団
京
都
府
地
方
本
部
と
在
日
本
朝
鮮
人

総
聯
合
会
京
都
府
本
部
へ
伝
え
、大
筋
で

理
解
い
た
だ
け
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

10
年
度
か
ら
市
立
浴
場
の
運
営

を
市
立
浴
場
運
営
財
団
に
委
託

し
、
民
営
方
式
に
変
え
た
と
の
こ
と
だ

が
、
民
間
浴
場
経
営
の
実
態
か
ら
見
れ

ば
、
法
外
な
運
営
費
で
あ
り
、
市
民
の

理
解
を
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
今

や
市
立
浴
場
は
そ
の
社
会
的
使
命
を
果

た
し
終
え
た
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

市
立
浴
場
は
、
改
良
住
宅
に
浴

室
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
経
過

も
あ
り
、
日
常
生
活
に
必
要
不
可
欠
だ
。

こ
れ
ま
で
改
良
住
宅
の
建
替
え
な
ど
に

よ
り
浴
室
の
整
備
を
進
め
て
い
る
が
、

相
当
長
期
に
及
ぶ
見
通
し
で
、
引
き
続

き
運
営
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

運
営
に
つ
い
て
は
、
市
立
浴
場
運
営

財
団
に
委
託
し
、
人
件
費
の
削
減
な
ど

経
営
改
善
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後

も
更
な
る
経
営
の
効
率
化
に
努
め
、
住

民
の
保
健
衛
生
の
向
上
に
資
す
る
よ
う

に
し
て
い
く
。

こ
こ
ろ
の
病
と
闘
い
、
努
力
す

る
人
々
の
た
め
の
社
会
資
源
や

生
活
支
援
な
ど
は
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
、

こ
こ
ろ
の
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ン
の
ほ
と
ん

ど
の
項
目
が
30
〜
40
％
の
達
成
率
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
計
画
最
終
年
度
の
14

年
度
を
間
近
に
控
え
、
精
神
保
健
福
祉

の
充
実
に
向
け
た
決
意
を
聞
き
た
い
。

９
年
に
中
核
施
設
と
な
る
こ
こ

ろ
の
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
を
開

設
す
る
と
と
も
に
、
11
年
に
は
こ
こ
ろ

の
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
体
系

的
か
つ
計
画
的
に
施
策
を
推
進
し
て
い

る
。
今
年
度
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

の
試
行
事
業
の
ほ
か
、
関
係
機
関
な
ど

で
構
成
す
る
こ
こ
ろ
の
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
９
箇
所
に
ま
で
拡
大
し
、

地
域
の
理
解
の
促
進
を
図
っ
て
い
る
。

数
値
目
標
を
掲
げ
た
施
策
の
達
成
に

つ
い
て
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
下
だ

が
、
最
大
限
の
努
力
を
払
っ
て
い
く
。

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
出
産

育
児
一
時
金
の
前
倒
し
支
給
の

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
保
険
者
が
、
被

保
険
者
本
人
の
依
頼
に
基
づ
き
、
検
診

費
用
も
含
め
医
療
機
関
に
直
接
支
払
う

委
任
払
い
制
度
を
一
日
も
早
く
導
入
す

べ
き
で
あ
る
。
関
係
機
関
と
の
協
議
の

進
ち
ょ
く
状
況
や
制
度
の
内
容
、
実
施

時
期
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

被
保
険
者
が
利
用
し
や
す
い
最

善
の
手
法
を
検
討
し
て
き
た
結

果
、
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
金
額
の

30
万
円
を
限
度
と
し
て
、
妊
娠
４
箇
月

以
上
で
あ
れ
ば
、
検
診
費
用
も
含
め
て

保
険
者
か
ら
直
接
医
療
機
関
に
支
払
う

委
任
払
い
制
度
を
実
施
す
る
方
向
で
医

療
機
関
と
の
協
議
を
進
め
て
い
る
。

出
産
を
控
え
た
方
に
広
く
活
用
し
て

い
た
だ
く
に
は
、
多
く
の
医
療
機
関
の

賛
同
が
必
要
で
、
現
在
、
最
終
調
整
を

急
い
で
お
り
、
早
期
に
実
施
し
て
い
く
。

日
本
は
、
京
都
議
定
書
を
取
り

ま
と
め
た
C
O
P
3
の
議
長
国

と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
批
准
を
求
め
る

と
と
も
に
、
自
ら
も
早
期
に
批
准
し
、

発
効
に
責
任
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
。
C

O
P
3
の
開
催
地
の
市
長
と
し
て
、
京

都
議
定
書
を
直
ち
に
批
准
す
る
よ
う
、

政
府
に
強
く
求
め
る
べ
き
だ
。

9月定例会では、意見書3件

と決議3件を可決しました。

意見書については、内閣総理

大臣など、関係機関に提出しま

した。

米国における同時多発テロ事件に

関する緊急決議

米国の同時多発テロ事件は、極

めて卑劣な行為で言語道断である。

民主主義を破壊する暴挙は断じ

て許されるものではなく、米国民

と共に、強い怒りを共有するもの

であり、犠牲者並びにその御家族

の方々に対し深く哀悼の意を表す

るとともに、お見舞いを申し上げ

るものである。

世界中のすべての国々が、テロ

根絶と真の世界平和の実現に向け

て、積極的な取組を進めるよう強

く求める。 （全会一致）

狂牛病対策に関する意見書

国は、これ以上狂牛病がまん延

せず、国民の不安を取り除くため、

次の事項について特段の措置を講

じること。

１ 狂牛病の感染拡大を食い止め、

再発を防止するとともに、人間へ

の感染を防ぐため万全の態勢をと

ること。

２ 国民に対し狂牛病に関する情報

を正確かつ積極的に提供するとと

もに、牛肉の安全性に対する消費

者の信頼を回復すること。

３ 狂牛病の潜伏期間が不明である

ことを勘案し、長期にわたる監視

体制を立てること。

４ 風評被害から発生する飼育農家

や牛肉を取り扱う業者のダメージ

に対し、支援を行うこと。

（全会一致）

医療保険制度改革に関する意見書

市町村が運営する国民健康保険

は、高齢者及び低所得者の増大等

により、財政運営の厳しさが一段

と増しており、安定的な医療供給

の観点からは財政の健全化が急務

となっている。

国は、市町村及び被保険者の負

担増ではなく、国庫負担の引上げ、

医療保険制度間の負担調整などの

抜本改革を早期に行うことにより、

医療保険制度の長期的な安定化を

図ること。 （賛成多数）

実効ある緊急雇用対策を求める意

見書

国は、次の施策の実現を図り、

雇用不安にこたえること。

１ 構造改革調整期間（３年）を通じ

て必要となる雇用対策財源を、今

年度補正予算において確保するこ

と。また、緊急対策は一般会計に

おいて対処すること。

２ 新産業分野における雇用の創

出・拡大を強力に推進するととも

に、緊急に公的主体による雇用創

出事業を実施すること。

３ 特に中小企業セーフティネット

対策を強化・推進すること。また、

企業の経営方針等により一時に大

量の離職者が発生する事態を緩和

するための対策を講じること。

（賛成多数）

社会福祉法人新設への指導監督の

徹底を求める決議

介護老人福祉施設建設にかかわ

って、再々、事業計画が中止断念

されたことは、誠に遺憾であり、

高齢者保健福祉計画の今後の進ち

ょくに重大な懸念を抱かざるを得

ない。

市は、施設整備に当たって、特

に社会福祉法人新設を目指す事業

主体に対して、事業計画の確実性、

信頼性はもとより、計画遂行のた

め、より一層の綿密な指導監督に

努めること。 （全会一致）

同和行政に関する決議

市会は今日まで、市の同和行政

の終結に当たっては、

１ 同和問題の真の解決に役立つか。

２ 地区住民の自立、自覚を支える

（

）

京
都
公
安
調
査
事
務
所

へ
の
外
国
人
登
録
原
票

の
写
し
の
提
出

7
月
に
ド
イ
ツ
で
開
か
れ
た
気

候
変
動
枠
組
み
条
約
第
6
回
締

約
国
会
議（
C
O
P
6
）再
開
会
合
で
は
、

世
界
の
メ
デ
ィ
ア
が
京
都
と
い
う
名
を

連
発
し
、
計
り
知
れ
な
い
宣
伝
効
果
が

あ
っ
た
。
世
界
の
人
々
が
集
い
、
世
界

の
平
和
、
人
類
の
幸
せ
を
話
し
合
う
に

は
、
京
都
は
格
好
の
場
所
だ
。
日
本
で

の
次
期
サ
ミ
ッ
ト
は
、
是
非
と
も
京
都

に
誘
致
す
る
運
動
を
展
開
す
べ
き
だ
。

15
年
に
は
和
風
の
国
立
京
都
迎

賓
館
が
完
成
し
、
国
立
京
都
国

際
会
館
と
合
わ
せ
、
国
際
会
議
の
誘
致

に
と
っ
て
絶
好
の
条
件
が
整
う
。
サ
ミ

ッ
ト
の
京
都
開
催
は
、
世
界
文
化
自
由

都
市
の
理
念
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、

我
が
国
の
歴
史
と
文
化
の
象
徴
と
し
て

（

）

サ
ミ
ッ
ト
の
誘
致

数
多
く
残
る
京
都
ら
し
さ
を
継
承
す
る

中
で
、
よ
り
安
全
な
す
ま
い
づ
く
り
を

実
現
す
る
に
は
、
更
な
る
取
組
の
充
実

が
必
要
で
は
な
い
か
。

11
年
11
月
か
ら
、
木
造
３
階
建

て
住
宅
を
中
心
に
、
建
築
物
の

骨
組
み
の
段
階
で
安
全
性
を
検
査
す
る

中
間
検
査
制
度
を
導
入
し
、
良
質
な
住

宅
ス
ト
ッ
ク
の
形
成
を
図
っ
て
い
る
。

今
後
、
更
に
、
適
正
な
木
造
住
宅
な

ど
の
建
設
に
よ
る
良
好
な
市
街
地
環
境

の
形
成
を
図
っ
て
い
く
た
め
、
木
造
２

階
建
て
住
宅
を
そ
の
対
象
に
加
え
、
制

度
の
拡
充
整
備
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
、
14
年
度
の
早
い
時
期
に

制
度
化
し
て
い
く
。

9
月
5
日
に
、
大
手
タ
ク
シ
ー

会
社
の
エ
ム
ケ
イ
が
、
14
年
以

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
成
立

に
よ
り
、
各
自
治
体
で
は
基
本

構
想
を
策
定
し
て
、
ま
ち
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
推
進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、

市
の
取
組
は
ど
う
か
。
ま
た
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
の
推
進
に
は
市
民
参
加
の
手

法
も
考
慮
さ
れ
る
べ
き
だ
が
、
見
解
は
。

今
年
度
は
、
法
の
対
象
と
な
る

122
の
旅
客
施
設
を
対
象
と
し
た

全
体
構
想
の
素
案
を
作
成
す
る
と
と
も

に
、
22
年
を
目
標
年
次
と
し
て
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
を
重
点
的
・
一
体
的
に
推
進

す
る
重
点
整
備
地
区
を
選
定
し
て
い

く
。
14
年
度
に
全
体
構
想
を
取
り
ま
と

め
、
同
年
度
以
降
、
重
点
整
備
地
区
の

整
備
概
要
を
定
め
た
基
本
構
想
を
各
地

区
ご
と
に
順
次
策
定
し
て
い
き
た
い
。

こ
れ
ら
の
構
想
の
策
定
に
当
た
っ
て

は
、
学
識
経
験
者
な
ど
に
よ
る
連
絡
会

議
を
設
置
し
、
広
く
市
民
の
意
見
も
聴

き
、
多
面
的
な
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

国
が
11
年
度
に
策
定
し
た
建
築

物
安
全
安
心
推
進
計
画
に
関
す

る
取
組
と
し
て
、
市
は
木
造
3
階
建
て

建
築
物
な
ど
の
中
間
検
査
を
行
っ
て
い

る
が
、
木
造
建
築
物
に
よ
る
町
並
み
が

（

）

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち

づ
く
り
の
推
進

（

）

安
全
・
安
心
の
す
ま
い

づ
く
り
の
実
現

（

）

バ
ス
事
業
の
規
制
緩
和

に
伴
う
対
応

降
、
市
内
で
全
路
線
バ
ス
事
業
に
参
入

す
る
と
い
う
、
交
通
局
の
存
続
に
も
か

か
わ
る
よ
う
な
発
表
を
行
っ
た
。
こ
の

問
題
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

バ
ス
事
業
の
規
制
緩
和
に
臨
む

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
経

営
体
質
の
強
化
、
市
バ
ス
・
地
下
鉄
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
高
水
準
の
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
、
新
規
参
入
へ
の
具
体
的

対
応
策
の
実
施
を
３
つ
の
柱
と
し
て
い

る
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
交
通
事
業
経
営

健
全
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
21
の
推
進
、
100
円

循
環
バ
ス
の
運
行
な
ど
サ
ー
ビ
ス
向
上

策
を
実
施
し
て
き
た
。
今
回
の
発
表
は

市
バ
ス
・
地
下
鉄
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な

ど
を
も
揺
る
が
し
か
ね
な
い
厳
し
い
も

の
だ
が
、
様
々
な
提
言
や
批
判
を
し
っ

か
り
受
け
止
め
、
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
講

じ
、
市
民
の
足
を
守
っ
て
い
く
決
意
だ
。

大
学
の
ま
ち
・
京
都
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
京
都
大
学
の
第
3
キ
ャ
ン

パ
ス
は
、
市
長
の
懸
命
の
運
動
に
よ
り
西

京
区
桂
坂
地
区
に
決
定
し
た
。
問
題
は
、

大
学
本
部
と
桂
キ
ャ
ン
パ
ス
を
結
ぶ
交
通

手
段
だ
。
地
下
鉄
東
西
線
の
天
神
川
〜
洛

西
間
の
延
伸
の
見
通
し
は
。

東
西
線
の
天
神
川
以
西
へ
の
延

伸
に
つ
い
て
は
、
市
西
部
地
域

の
発
展
は
も
と
よ
り
、
京
都
大
学
桂
キ

（

）

精
神
保
健
福
祉
の
充
実

（

）

出
産
育
児
一
時
金
の

委
任
払
い
制
度
の
導
入

京
都
議
定
書
の
早
期
発
効
に
向

け
、
こ
れ
ま
で
各
国
へ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
送
付
や
締
約
国
会
議
へ
の
職
員
派

遣
な
ど
の
取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、

今
年
６
月
に
は
、
総
理
大
臣
に
会
っ
て
、

我
が
国
の
早
期
批
准
と
米
国
の
京
都
議

定
書
へ
の
復
帰
に
向
け
た
説
得
を
お
願

い
し
た
。
７
月
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
６
再
開
会
合

で
は
、
京
都
議
定
書
の
具
体
的
な
運
用

方
針
に
つ
い
て
合
意
が
な
さ
れ
、
よ
う

や
く
各
国
が
批
准
す
る
た
め
の
条
件
が

整
っ
た
。
今
後
と
も
、
早
期
批
准
に
向

け
、
更
な
る
取
組
を
進
め
た
い
。

そ
の
ほ
か
の
主
な
質
問

○
子
育
て
に
関
す
る
情
報
の
提
供
と
子
育
て
支
援
策

○
伝
統
的
建
築
物
・
古
民
家
の
保
存
と
活
用

○
Ｅ
Ｍ（
有
用
微
生
物
群
）の
活
用

○
芸
術
文
化
振
興
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
分
野
別
・
階
層
別
の
策
定

市会が採択した請願
○簡易水道の早期設置

［左京区］

ものか。

３　一般行政と整合性があるのか。

４ 市民の理解と協力が得られるか。

以上の視点に立って、13年度の地

対財特法の期限切れに向けて再三、

同和問題の解決を求める決議を行

ってきた。地対財特法の期限切れ

後も、実質的な同和施策を継続す

ることは市会の決議を無視したも

のであり、決して許されることで

はない。

１日も早く同和行政を終結する

ために、主体性を確立した行政を

行うこと。 （賛成多数）

※地域改善対策特定事業に係る国の財政上
の特別措置に関する法律

（

）

新
た
な
産
業
の
振
興

建築物の中間検査

国立京都国際会館

（

）

市
の
外
郭
団
体
の
改
革

（

）

市
立
浴
場
の
必
要
性

（

）

築
城
4
0
0
年
を
迎
え

る
二
条
城
の
入
城
者

増
加
に
向
け
た
方
策

二条城音舞台

（

）

地
下
鉄
東
西
線
の

天
神
川
以
西
へ
の
延
伸

（

）

京
都
議
定
書
の
早
期

発
効

COP6再開会合会議風景

ャ
ン
パ
ス
へ
の
足
の
確
保
の
た
め
に
も

是
非
と
も
必
要
な
都
市
施
設
で
あ
る
。

天
神
川
以
西
へ
の
延
伸
に
向
け
た
大
き

な
一
歩
と
な
る
二
条
〜
天
神
川
間
の
延

伸
事
業
に
つ
い
て
は
、
計
画
ど
お
り
19

年
度
中
に
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
最
も
重

要
で
あ
り
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

天
神
川
以
西
へ
の
事
業
の
推
進
に
当

た
っ
て
は
、
道
路
の
整
備
状
況
や
大
変

厳
し
い
交
通
事
業
の
経
営
状
況
な
ど
を

勘
案
し
た
う
え
で
検
討
し
て
い
く
。

京
都
高
速
道
路
計
画
の
交
通
需

要
予
測
は
、
過
大
で
採
算
が
成

り
立
た
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
例
え

ば
、
久
世
橋
線
の
交
通
需
要
予
測
に
は
、

京
阪
連
絡
道
路
の
開
通
を
想
定
し
て
い

る
が
、
国
が
新
規
路
線
は
着
工
し
な
い

な
ど
の
方
針
を
示
す
中
で
、
も
は
や
成

り
立
た
な
い
の
で
は
な
い
か
。

京
都
高
速
道
路
は
、
市
内
の
幹

線
道
路
に
お
け
る
慢
性
的
な
交

通
渋
滞
の
解
消
と
、
都
市
活
動
の
活
性

化
を
促
す
も
の
で
、
市
の
発
展
と
豊
か

な
市
民
生
活
の
実
現
に
と
っ
て
、
重
要

な
都
市
基
盤
施
設
で
あ
り
、
市
基
本
計

画
で
も
、
そ
の
整
備
と
計
画
の
促
進
が

明
確
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

久
世
橋
線
の
計
画
交
通
量
は
、
現
在
、

国
で
構
想
中
の
京
阪
連
絡
道
路
も
含

め
、
近
畿
圏
の
広
域
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
お
け
る
将
来
交
通
量
配
分
を

基
に
綿
密
に
予
測
し
て
い
る
。

（

）

京
都
高
速
道
路
の
計
画

交
通
量

（

）

地
方
交
付
税
の
削
減

問
題

※


